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さまざまなジャンルにおいて丹精込めた作品の展示や、日ごろの成果を

発表する音楽会等がおこなわれました。

12

華やかに第21回安 町文化祭が
開催されました。



2Heart Full Information 広報あんど

町が国などから借入れる借入金であり、その行為を起債とい
います。
町は、起債の発行についての協議及び許可申請を行い、国の

地方債計画及び財政状況に応じて同意又は許可されます。
現在の残高は左表のとおりですが、元利償還金の一部が地方

交付税で交付される町債が大半であり、すべてが町の負担とい
うわけではありません。
この地方交付税措置の制度については、事業ごとに交付税算

入率等が異なり、複雑ですが、参考値として、平成18年度の元
利償還金の約51％が地方交付税として交付されています。

会計別予算の執行状況

町債の借入状況

公　債　費

民　生　費

土　木　費

総　務　費

衛　生　費

教　育　費

消　防　費

そ　の　他

合　　　計

6億2,133万円

6億8,306万円

2億2,122万円

4億 318万円

3億1,060万円

1億9,611万円

1億1,237万円

2億7,565万円

28億2,352万円

2億8,388万円

2億3,372万円

2,702万円

1億6,579万円

1億5,695万円

8,721万円

5,264万円

7,185万円

10億7,906万円

町 債 と は

執 行 状 況 内 訳

会　計　名 ９月末現在高

一 般 会 計 50億9,531万円

特 別 会 計 20億2,458万円

水道企業会計 2億2,822万円

合　　　　計 73億4,811万円

会　　　計　　　名 予算現計 収入済額 収入率 支出済額 執行率

一般会計 28億2,352万円 14億8,208万円 52.5％ 10億7,906万円 38.2％

国民健康保険 8億2,642万円 3億2,367万円 39.2％ 3億3,616万円 40.7％

老人保健 7億7,247万円 3億 952万円 40.1％ 3億4,523万円 44.7％

住宅新築資金等貸付事業 1,734万円 106万円 6.1％ 1,341万円 77.3％

下水道事業 6億7,500万円 1,348万円 2.0％ 2億2,558万円 33.4％

介護保険 4億4,879万円 1億7,495万円 39.0％ 1億7,715万円 39.5％

小　　　　　　　計 27億4,002万円 8億2,268万円 30.0％ 10億9,753万円 40.1％

合　　　　　　　計 55億6,354万円 23億 476万円 41.4％ 21億7,659万円 39.1％

特
　
別
　
会
　
計

予算額�支出済額�
予算額 支出済額
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町の財政がどのように運営されているか、町民

のみなさんが納められた税金などがどのように使

われているかを理解していただくため、平成19年
度（平成19年９月30日現在）の財政状況をお知ら
せします。

一般会計予算の執行状況は、予算額28億2,352万
円に対し、歳入面の収入率は52.5％、歳出面の執
行率は38.2％です。また、特別会計予算の執行状
況は、総予算額27億4,002万円に対し、歳入面の収
入率41.4％、歳出面の執行率は39.1％となってい
ます。

地方交付税

町　　　税

町　　　債

繰　入　金

国庫支出金

県 支 出 金

使 用 料 等

そ　の　他

合　　　計

11億3,400万円

7億8,703万円

1億5,000万円

2億4,155万円

7,377万円

1億2,716万円

6,371万円

2億4,630万円

28億2,352万円

7億2,163万円

4億9,228万円

0円

0円

1,804万円

2,646万円

2,804万円

1億9,563万円

14億8,208万円

基　金　の　状　況

一 般 会 計 の

基金の名称 目　　　　　　的 ９月末現在高

財政調整基金 災害等財政上必要とする財源の調整 6億6,314万円

減債基金 町債の償還財源の確保 4億7,464万円

公営住宅管理運営基金 公営住宅の管理運営を円滑に行うための財源 9,021万円

消防賞じゅつ金基金 町消防団員に賞じゅつ金及び殉職者特別賞じゅつ金を授与するための財源 3,538万円

地域福祉基金 地域の保健・福祉の増進を図るための財源 1億1,580万円

文化振興基金 文化の振興と普及を通じ、豊かな地域づくりを推進するための財源 7,800万円

合　　　　　　計 14億5,717万円

平成19年度上半期の

財政状況を

お知らせします

平成19年度上半期の

財政状況を

お知らせします

平成19年度上半期の

財政状況を

お知らせします

予算額� 収入済額�
予算額 収入済額
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●　お知らせ ●

消
防
団
長
の
岸
田
豊
一
氏
が
平
成
19

年
10
月
19
日
付
け
で
任
期
満
了
に
伴
い

退
任
さ
れ
、
後
任
に
森
田
瞳
副
団
長
が

団
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
森
田
団
長

は
、
永
年
に
わ
た
り
副
団
長
と
し
て
団

員
の
統
率
並
び
に
団
の
円
滑
な
運
営
に

努
め
ら
れ
た
功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
、

こ
の
度
10
月
20
日
付
を
も
っ
て
安

町

消
防
団
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
異
動
に
伴
い
副
団
長
は
次
の

と
お
り
で
す
。

中
嶌
　
健
一
（
現
任
）

寺
前
　
高
見
（
昇
任
）

町
で
は
、
新
成
人
の
皆
様
を
対
象
に
、

成
人
式
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

平
成
20
年
１
月
14
日
（
月
・
祝
）

午
前
10
時
〜
12
時
（
予
定
）

会
場

ト
ー
ク
安

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー

対
象

昭
和
62
年
４
月
２
日
〜
昭
和
63

年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、
本
町
に
住

民
登
録
を
し
て
い
る
方
及
び
本
町
出

身
の
方

日
程○

受
付
　
午
前
10
時
〜
10
時
30
分

○
式
典
　
午
前
10
時
30
分
〜

○
記
念
行
事
等
　
午
前
11
時
〜

※
ご
案
内
は
、
12
月
中
旬
に
該
当
者
に

発
送
い
た
し
ま
す
が
、
万
一
、
案
内

状
が
届
か
な
か
っ
た
り
、
誤
記
又
は

新
し
く
転
入
・
転
出
さ
れ
た
場
合
は
、

教
育
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
せ

安

町
教
育
委
員
会

1
57
―
２
０
３
３
・
２
２
８
１

成
人
式
の
運
営
を
手
伝
っ
て
く
だ
さ

る
子
ど
も
の
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

対
象

町
内
在
住
の
小
学
生

日
時

平
成
20
年
１
月
14
日
（
月
・
祝
）

午
前
９
時
30
分
〜

会
場

ト
ー
ク
安

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー

内
容

受
付
等
の
補
助

募
集
定
員

５
名

申
込
方
法

12
月
21
日
（
金
）
ま
で
に
、

住
所
・
氏
名
・
保
護
者
氏
名
・
電
話

番
号
を
明
記
し
、
教
育
委
員
会
事
務

局
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
土
・
日
は
除
く
）

お
問
い
合
せ

安

町
教
育
委
員
会

1
57
―
２
０
３
３
・
２
２
８
１

テ
ー
マ

「
み
ん
な
で
築
こ
う

人
権
の
ま
ち
安

町
」

〜
人
権
を
普
遍
的
文
化
に
〜

実
施
日
時
・
場
所

①
日
時

２
０
０
７
年
12
月
15
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
〜

午
後
３
時
30
分

場
所

ト
ー
ク
安

カ
ル
チ
ャ
ー
セ

ン
タ
ー

対
象
地
区

小
泉
苑
・
あ
つ
み
台
・

東
安

・
東
安

南
・
か
し
の
木

台

②
日
時

２
０
０
８
年
２
月
16
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
〜

午
後
３
時
30
分

場
所

ト
ー
ク
安

カ
ル
チ
ャ
ー
セ

ン
タ
ー

対
象
地
区

笠
目
・
西
安

・
岡

崎
・
窪
田
・
新
法
隆
寺
興
人
・
柿

の
里
・
若
草
の
里

（
地
区
分
け
に
つ
い
て
は
便
宜
上

の
割
り
当
て
で
、
ど
ち
ら
に
参
加

し
て
も
可
）

講
師奈

良
県
解
放
保
育
研
究
会
会
長

子
ど
も
の
人
権
総
合
研
究
所
専
務
理
事

大
寺
　
和
男
さ
ん

演
題「

人
権
の
人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
」

※
講
演
の
あ
と
講
師
を
中
心
に
懇
談
・

意
見
交
流
を
予
定

安

町
消
防
団
長
に

森
田
瞳
氏
が
就
任

平
成
20
年
成
人
式

「
キ
ッ
ズ
ス
タ
ッ
フ
」
募
集

安

町
人
権
教
育
推
進
協
議
会
よ
り

人
権
教
育
地
区
別
懇
談
会

（
交
流
講
演
会
）

平
成
20
年
　
成
人
式

相
談
日

12
月
11
日
（
火
）

時
　
間

午
後
１
時
〜
３
時

場
　
所

役
場
３
階
会
議
室

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

12
月
人
権
、行
政
相
談
日
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●　お知らせ ●

基
本
的
人
権
及
び
自
由
を
遵
守
し
、

確
保
す
る
た
め
、「
世
界
人
権
宣
言
」
が

１
９
４
８
年
12
月
10
日
に
国
連
総
会
に

お
い
て
採
択
さ
れ
、
こ
の
日
を
記
念
し

て
「
人
権
デ
ー
」
と
さ
れ
ま
し
た
。
法

務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

で
は
、
人
権
デ
ー
を
最
終
日
と
す
る
１

週
間
を
「
人
権
週
間
」
と
し
、
人
権
尊

重
思
想
の
普
及
高
揚
に
努
め
、
今
年
で

59
回
目
を
迎
え
ま
す
。

人
と
し
て
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て

持
つ
「
人
権
」
を
互
い
に
尊
重
し
合
い

差
別
や
い
じ
め
の
な
い
社
会
を
実
現
し

ま
し
ょ
う
。

＊
安

町
の
人
権
擁
護
委
員
を
改
め
て

紹
介
い
た
し
ま
す
。

後
藤
諦
二
委
員
（
西
安

）

岡
田
治
子
委
員
（
東
安

南
）

桑
原
眞
代
委
員
（
柿
の
里
）

な
お
、
山
崎
泰
一
委
員
は
９
月
30
日

を
も
っ
て
ご
勇
退
さ
れ
、
新
た
に
桑
原

委
員
が
10
月
１
日
付
け
で
法
務
大
臣
よ

り
委
嘱
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
の
で
報
告

い
た
し
ま
す
。

介
護
保
険
は
、
社
会
全
体
で
介
護
の

負
担
を
支
え
合
う
制
度
で
す
。
誰
も
が

安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
保
険
料
の
納
付
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
、
特
別
な
事
情
が
な

い
の
に
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る
と
、

滞
納
期
間
に
応
じ
て
次
の
よ
う
な
給
付

制
限
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

１
年
以
上
滞
納
す
る
と

介
護
費
用
を
い
っ
た
ん
全
額
負
担
し

な
け
れ
ば
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
い

よ
う
に
な
り
ま
す
。（
申
請
に
よ
り
後
か

ら
介
護
保
険
給
付
分
（
９
割
）
が
戻
っ

て
き
ま
す
。）

１
年
半
以
上
滞
納
す
る
と

一
時
的
に
給
付
の
一
部
ま
た
は
全
部

を
差
し
止
め
ら
れ
ま
す
。

２
年
以
上
の
滞
納
が
あ
る
と

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
時
に
、
未
納

期
間
に
応
じ
て
自
己
負
担
が
１
割
か
ら

３
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
り
、
高
額
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
。

お
問
い
合
せ

健
康
福
祉
課
（
福
祉
保

健
セ
ン
タ
ー
内
）

1
57
―
１
５
９
０
FAX
57
―
１
５
９
２

①
役
場
・
水
道
・
教
育
委
員
会
事
務
局

の
一
般
事
務
は
12
月
29
日
（
土
）
〜

１
月
３
日
（
木
）
ま
で

②
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
・
カ
ル
チ
ャ
セ

ン
タ
ー
・
ひ
び
き
は
12
月
29
日
（
土
）

〜
１
月
３
日
（
木
）
ま
で

た
だ
し
、
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
の
浴

場
は
12
月
28
日
（
金
）
〜
１
月
３
日

（
木
）
ま
で

③
歴
史
民
俗
資
料
館
は

12
月
27
日
（
木
）
〜
１
月
５
日
（
土
）

ま
で

④
中
央
公
園
体
育
館
・
多
目
的
広
場
・

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

は
、
12
月
28
日
（
金
）
か
ら
１
月
４

日
（
金
）
ま
で

⑤
し
尿
く
み
取
り
は

12
月
29
日
（
土
）
午
後
〜
１
月
４
日

（
金
）
ま
で

連
絡
先
安

清
掃
1
57
―
２
７
３
０

⑥
不
用
犬
引
き
取
り
・
捕
獲
は

捕
獲
は
12
月
20
日
（
木
）
か
ら

１
月
８
日
（
火
）
ま
で
、
引
き
取
り

は
12
月
21
日
（
金
）
か
ら
１
月
11
日

（
金
）
ま
で

介
護
保
険
料
の
納
め
忘
れ

に
ご
注
意
下
さ
い

年
末
年
始
の
お
休
み
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

育
て
よ
う
　
一
人
一
人
の
　
人
権
意
識

ー
思
い
や
り
の
心
・
か
け
が
え

の
な
い
命
を
大
切
に
ー

×診療なし
○内科・小児科・歯科 朝　午前９時30分～11時30分

昼　午後12時30分～４時30分
内科・小児科 夜　午後５時30分～８時30分
◎内科・小児科・歯科 朝　午前８時30分～11時30分

昼　午後12時30分～４時30分
内科・小児科 夜　午後５時30分～８時30分
問い合わせ　10745―74―4100 生駒郡斑鳩町稲葉車瀬２―５―18

三
室
休
日
応
急
診
療
所

年
末
年
始
カ
レ
ン
ダ
ー

法隆寺駅�
王寺駅�

至香芝I.C

至法隆寺I.C

三室休日�
応急診療所�

国道25号�

国
道
2
5
号
�

三室�

岩瀬橋�

竜田川�

大和川�

12月 １月
23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日 １日 ２日 ３日 ４日
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

診 療 日 ○ ○ × × × × × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ×
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●　お知らせ ●

A：（１）加入する保険の種類は？
平成20年4月以降、被保険者となる方は、現在加入中の国民健康保険や被用者保険の
資格がなくなり、新しい「後期高齢者医療制度」に加入します。

（２）対象となる人は？
○75歳以上の人
○65歳以上で寝たきり等の一定の障害のある人（広域連合の認定を受けた人）
※現在、認定を受けている人は引続き「広域連合の認定を受けたものとみなされる」予定です。

（３）対象となるのはいつから？
※75歳の誕生日当日から「後期高齢者医療制度」で医療を受けます。
※65歳以上で寝たきり等の一定の障害のある人で、広域連合で認定を受けたとき、
または広域連合の区域内の市町村に転入してきたとき。

Q：現在の「老人保健制度」はどうなるの？

Q：「後期高齢者医療制度」のポイントは？

A： ●保険料率は、奈良県内で統一されます。
●保険料は、所得などに応じて被保険者個人単位で算定し賦課します。
●保険料は、原則として年金から天引き（特別徴収）されます（普通徴収になる場合もあります）。
●保険料は、被保険者全員が負担する「均等割額」と、被保険者の所得に応じて負担する
「所得割額」の合計となります。

■　低所得者については、世帯の所得水準に応じて保険料の均等割額が軽減されます。
７割軽減：基礎控除額（33万円）
５割軽減：基礎控除額（33万円）＋24.5万円×被保険者数（被保険者である世帯主を除く）
２割軽減：基礎控除額（33万円）＋35万円×被保険者数
※軽減判定は、世帯主が後期高齢者医療の被保険者でない場合であってもその対象となります。

■　被用者保険の被扶養者が後期高齢者医療制度の被保険者になった場合、制度開始時から
２年間は、保険料の所得割額は課されず、均等割額は５割軽減されます。（※ただし、上記
「７割軽減」の適用が優先）更に、制度施行激変緩和措置として、平成20年４月～９月末まで
の保険料（均等割額）は、徴収しません。
平成20年10月～平成21年３月末までの半年間の保険料（均等割額）は、「９割軽減」されます。

Q：「保険料」はどうなるの？

A： 現在の「老人保健制度」は廃止され、平成20年４月から
「後期高齢者医療制度」が始まります。

平成20年４月から　老人保健制度が
「後期高齢者医療制度」に変わります。
平成20年４月から　老人保健制度が
「後期高齢者医療制度」に変わります。
平成20年４月から　老人保健制度が
「後期高齢者医療制度」に変わります。

■広域連合の役割
県内の全市町村が加入する、広域連合が

「後期高齢者医療制度」を運営し、
※《保険料の決定》
※《医療給付》などを行います。

■市町村の役割
※《保険料の徴収》
※《申請や届出の受付》
※《保険証の引渡し》などを行います。

８月号に引き続きお知らせします。 【パートⅡ】
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●　お知らせ ●

■　保険料の徴収は、各市町村で行います。徴収方法は、下記のとおりとなります。
《特別徴収》 年額18万円以上の年金受給者は、年金から保険料が天引きとなる特別徴収

の対象者となります。ただし、介護保険料と合わせた保険料額が、年金額の
２分の１を超える場合は、天引きの対象になりません。

《普通徴収》 特別徴収の対象者とならない方は、納付書や口座振替などにより市町村に
納めることとなります。

Q：「保険証」はどうなるの？
A： 被保険者全員に、保険証が１人に１枚交付されます。

Q：「資格取得の届出」はいるの？

A： 届出の必要はありません。平成20年3月下旬に、市町村から「保険証」を送付します。
平成20年4月以降、75歳に到達される方についても、その都度、市町村から「保険証」を送付します。

A： 現在、老人保健制度において市町村の障害認定を受けている方については、平成20年４月
以降はそのまま、後期高齢者医療の被保険者となります。なお、障害認定により被保険者と
なった方は、障害認定の取下げ申請をすることで被保険者資格を喪失することができます。
また、75歳到達までに一度取下げをしても、再度「障害認定申請」を行うことは可能です。

【後期高齢者医療制度加入の場合・・・】
※保険料を負担することになります。
※医療機関での窓口負担は「１割」となります（現役並み所得者は「３割」）。

【障害認定を取下げた場合・・・】
※国民健康保険または被用者保険（健康保険組合や共済組合等）に加入していただく必要があります。
※医療機関での窓口負担は、原則として「３割」となります。（前期高齢者は該当する負担割合）

Q：「障害認定」の取下げ請求は？

■国民健康保険の場合

市町村等で国民健康保険に加入してください。

加入手続き等の詳細については、市町村へお

問い合せください。

■被用者保険の場合

勤務先等で被用者保険（健康保険組合や共済

組合等）に加入してください（被扶養者含む）。

加入手続き等の詳細については、被用者保険

へお問い合せください。

※お知らせの内容は平成19年10月末現在です。保険料率等については今後お知らせいたしますのでご了承

ください。

お問い合せ：奈良県後期高齢者医療広域連合（10744-29-8430）・役場住民課（157－1511・内線222）

平成20年度から所得の申告が必要です。平成20年度から所得の申告が必要です。平成20年度から所得の申告が必要です。
◎１年間（平成19年１月から12月まで）全く所得がなかった人や、所得が少なく所得税や市町村民税・
県民税がかからない人でも、「後期高齢者医療保険料の算定」のため「簡易申告」が必要です。
なお、申告しなかった場合には、下記の軽減措置を受けることができません。
・後期高齢者医療保険料の軽減措置
・高額療養費の負担区分
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●　お知らせ ●

○
高
額
療
養
費
に
つ
い
て

１
ヶ
月
の
医
療
費
の
自
己
負
担
額
が

高
く
な
り
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た
限
度

額
を
超
え
る
と
、
越
え
た
分
が
高
額
療

養
費
と
し
て
国
民
健
康
保
険
か
ら
払
戻

し
さ
れ
ま
す
。
こ
の
払
戻
し
の
基
準
と

な
る
自
己
負
担
限
度
額
は
次
の
と
お
り

で
す
。
１
ヶ
月
の
医
療
費
が
こ
の
限
度

額
を
超
え
た
と
き
は
、
申
請
す
る
と
国

民
健
康
保
険
か
ら
払
戻
し
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

※
１．

低
所
得
者
Ⅱ
…
同
一
世
帯
の
全

員
が
住
民
税
非
課
税
の
人
。（
低
所
得

者
Ⅰ
以
外
の
人
）

※
２．

低
所
得
者
Ⅰ
…
同
一
世
帯
の
全

員
が
住
民
税
非
課
税
で
そ
の
世
帯
の

判
定
対
象
者
の
各
所
得
が
必
要
経

費
・
控
除
を
さ
し
引
い
た
と
き
に
０

円
と
な
る
人
。（
公
的
年
金
等
控
除
額

は
80
万
円
と
し
計
算
し
ま
す
。）

※
（

）
内
の
数
字
は
、
過
去
12
ヶ
月

間
に
、
一
つ
の
世
帯
で
高
額
療
養
費

の
支
給
が
４
回
以
上
あ
っ
た
場
合
の

４
回
目
以
降
の
自
己
負
担
限
度
額
で

す
。

※
70
歳
未
満
の
方
は
同
一
医
療
機
関
で

の
支
払
い
が
対
象
と
な
り
ま
す
。（
同

一
医
療
機
関
で
も
各
診
療
科
、
医

科
・
歯
科
、
入
院
・
通
院
は
別
計
算

し
ま
す
。）

※
一
つ
の
世
帯
内
で
、
同
じ
月
内
に
２

１，

０
０
０
円
以
上
の
自
己
負
担
額

を
２
回
以
上
支
払
っ
た
場
合
、
そ
れ

ら
を
合
算
し
て
限
度
額
を
超
え
た
分

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
方
は
、
全
て

の
医
療
機
関
で
の
支
払
い
を
合
計
し

た
額
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
入
院
時
の
食
事
代
や
保
険
が
き
か
な

い
差
額
ベ
ッ
ド
料
な
ど
は
支
給
の
対

象
外
で
す
。

平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
、
70
歳

未
満
の
人
が
入
院
し
た
場
合
、
一
医

療
機
関
の
窓
口
で
の
支
払
い
は
自
己

負
担
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
し
た
。

限
度
額
は
所
得
区
分
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
国
民
健

康
保
険
の
窓
口
に
「
限
度
額
適
用
認

定
証
」
の
交
付
を
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
の
限
度
額
適
用
認
定
証
を
医

療
機
関
の
窓
口
に
提
示
す
る
こ
と
に

よ
り
、
窓
口
で
の
支
払
い
が
自
己
負

担
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険

○入院したときの食事代
入院したときは、食事代の一部を負担していただきます。

※住民税非課税世帯の人は「標準負担額減額認定証」、低所得
者Ⅰ・Ⅱの人は「限度額適用・標準負担額減額認定証」が
必要ですので、国民健康保険の窓口に申請してください。

① 一般（②、③以外の方） １食　260円

住民税非課税 90日までの入院 １食　210円

② 世帯・低所得 90日を超える入院 １食　160円

者Ⅱ （過去12ヵ月の入院日数）

③ 低所得者Ⅰ １食　100円

◆70歳未満の方

◆70歳以上75歳未満の方

区　　　分 自 己 負 担 限 度 額

上 位 所 得 者 150,000円 （83,400円）
（基礎控除後の所得が670万円以上） 医療費が500,000円を超えたときは、越えた分の1％を加えます。

80,100円 （44,400円）
一　　　　　般

医療費が267,000円を超えたときは、越えた分の1％を加えます。

低 所 得 者
（住民税非課税）

35,400円 （24,600円）

自己負担限度額
区　　　分

外来（個人ごと） （入院を含めた世帯合算）

80,100円　（44,400円）

一定以上所得者 44,400円 医療費が267,000円を超えたときは、

越えた分の1％を加えます。

一　　　　　般 12,000円 44,400円

低所得者 Ⅱ ※1 24,600円

（住民税非課税） Ⅰ ※2
8,000円

15,000円
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「
Ｉ
ｔ
と
呼
ば
れ
た
子
を
読
ん
で
」

三
年
Ａ
組
　
山
　
地
　
菜
　
月

こ
の
本
は
著
者
の
デ
イ
ヴ
・
ベ
ル
ザ
ー
さ
ん
が
、
自
ら
の
虐
待
さ
れ
た
体
験
を
書

き
綴
っ
た
も
の
で
す
。

食
べ
物
は
ご
く
わ
ず
か
し
か
与
え
て
も
ら
え
ず
、
奴
隷
の
よ
う
に
働
か
さ
れ
、
暴

力
を
ふ
る
わ
れ
、
ア
ン
モ
ニ
ア
を
飲
ま
さ
れ
、
自
ら
の
母
親
に
「
Ｉ
ｔ
（
そ
れ
）」
と

呼
ば
れ
る
毎
日
。
デ
イ
ヴ
・
ベ
ル
ザ
ー
さ
ん
は
ど
れ
だ
け
辛
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

ど
れ
だ
け
苦
し
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
私
に
は
想
像
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

な
ぜ
な
ら
私
に
は
居
場
所
が
あ
り
ま
す
。「
山
地
菜
月
」
と
い
う
名
前
が
あ
り
ま
す
。

お
腹
が
空
い
た
と
感
じ
た
時
は
、
い
つ
だ
っ
て
目
の
前
に
母
の
手
料
理
が
並
ん
で
い

て
、
眠
た
い
と
感
じ
れ
ば
ふ
か
ふ
か
の
ベ
ッ
ド
で
寝
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ど
ん
な

に
辛
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
大
好
き
な
友
達
や
家
族
が
、
そ
ば
に
い
て
支
え
て
く
れ

ま
す
。
私
は
い
つ
だ
っ
て
あ
り
っ
た
け
の
愛
情
に
囲
ま
れ
て
育
ち
ま
し
た
。

だ
け
ど
、
私
は
こ
の
生
活
が
当
た
り
前
の
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
と
い
う

よ
り
は
、
自
分
の
し
て
い
る
生
活
が
、
幸
せ
だ
と
か
不
幸
だ
と
か
、
そ
ん
な
こ
と
考

え
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
考
え
よ
う
と
も
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
幸
せ
は

身
近
に
あ
り
す
ぎ
て
、
大
切
な
人
は
身
近
に
い
す
ぎ
て
、
意
識
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

こ
の
本
を
読
ん
で
、
初
め
て
、
自
分
が
ど
れ
だ
け
幸
せ
な
日
々
を
送
っ
て
き
た
の

か
、
ど
れ
だ
け
恵
ま
れ
た
環
境
で
育
っ
て
き
た
の
か
に
気
付
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
ん
な
幸
せ
な
毎
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
家
族
や
友
達
、
私

の
こ
と
を
愛
し
て
く
れ
る
人
が
い
る
か
ら
な
の
だ
と
気
付
き
ま
し
た
。
き
っ
と
、
こ

の
本
を
読
ま
な
け
れ
ば
、
ず
っ
と
気
付
く
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
贅
沢
を

当
た
り
前
と
履
き
違
え
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

も
う
一
つ
こ
の
本
を
読
ん
で
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
こ
ん
な
私
も
い
つ
か
母
親
の
立
場
に
な
る
時
が
来
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
中
学

生
で
あ
る
今
の
私
に
は
、
ま
だ
想
像
も
で
き
ま
せ
ん
が
、
い
つ
か
は
大
人
に
な
り
、

結
婚
し
、
母
親
に
な
る
日
が
来
ま
す
。
そ
の
時
に
、
私
は
、
ち
ゃ
ん
と
自
分
の
子
供

を
愛
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
と
不
安
に
な
り
ま
し
た
。
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ

て
、
子
供
に
あ
た
り
、
自
ら
の
子
供
を
自
ら
の
手
で
傷
つ
け
て
し
ま
っ
た
ら
ど
う
し

よ
う
。
自
分
の
子
供
を
幸
せ
に
し
て
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
と
不
安
に

な
り
ま
し
た
。
だ
け
ど
も
し
私
が
母
親
に
な
っ
た
時
に
、
道
を
間
違
い
そ
う
に
な
っ

た
ら
、
こ
の
本
を
思
い
出
し
て
、
自
分
が
ど
う
す
る
べ
き
な
の
か
を
、
し
っ
か
り
と

考
え
、
そ
の
時
の
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
精
一
杯
や
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

き
っ
と
デ
イ
ヴ
・
ベ
ル
ザ
ー
さ
ん
は
、
自
分
の
よ
う
な
哀
し
い
思
い
、
辛
い
思
い

を
す
る
子
が
い
な
く
な
る
こ
と
を
願
っ
て
、
自
ら
の
残
酷
す
ぎ
る
ま
で
の
過
去
を
、

こ
の
本
に
綴
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
私
は
、
こ
の
本
を
絶
対
に
忘
れ
ま

せ
ん
。
そ
し
て
、
自
分
の
子
供
に
も
、
あ
り
っ
た
け
の
愛
情
を
注
い
で
あ
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
、
私
が
母
か
ら
も
ら
っ
て
い
る
愛
情
を
、
自
分
の
子
供
に
も
感
じ
さ

せ
て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
な
母
親
に
な
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

本
当
の
幸
せ
と
は
一
体
何
な
の
か
を
教
え
て
く
れ
た
こ
の
本
に
、
出
会
っ
た
こ
と

に
、
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
自
分
の
将
来
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を

与
え
て
く
れ
た
こ
の
本
を
読
ん
で
、
本
当
に
良
か
っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
。

【
島
田
町
長
　
コ
メ
ン
ト
】

あ
な
た
の
置
か
れ
て
い
る
幸
せ
な
環
境
、
そ
し
て
将
来
の
あ
る
べ
き
姿
を
教
え
て

く
れ
た
す
ば
ら
し
い
本
に
め
ぐ
り
あ
え
た
事
が
良
く
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
た
く
さ
ん
本
を
読
ん
で
い
ろ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。

安 中学校が取組んでいる読書体験学習、“読書を通じて自分の生き方を考えよう”！の中から１つ紹介します。

中
学
校
の
取
組
（
生
命
を
大
切
に
す
る
体
験
学
習
）
に
つ
い
て
、
ご
意
見
ご

感
想
を
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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●　お知らせ ●

〜
年
末
調
整
や
確
定
申
告
で
添
付
等

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。〜

国
民
年
金
保
険
料
は
、
税
の
申
告
を

す
る
時
、
納
め
た
保
険
料
の
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
の
申
告
に
つ

い
て
、
平
成
17
年
３
月
に
所
得
税
法
が

改
正
さ
れ
、
平
成
19
年
中
に
納
め
た
保

険
料
に
つ
い
て
社
会
保
険
料
控
除
を
受

け
る
た
め
に
は
、
年
末
調
整
や
確
定
申

送　付　時　期

平成19年１月１日から10月１日 平成19年
の間に保険料を納付された方 11月上旬

平成19年11月上旬の送付対象と
ならなかった方で、10月２日か 平成20年
ら12月31日までの間に初めて納 ２月上旬
付された方

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
が

送
付
さ
れ
ま
す
。

お問い合せは、
奈良社会保険事務所　10742（35）1370

告
を
行
う
際
に
、
保
険
料
を
支
払
っ
た

こ
と
を
証
明
す
る
書
類
（
領
収
書
等
）

の
添
付
等
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

さ
れ
た
方
に
は
、
社
会
保
険
庁
か
ら

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

年
末
調
整
や
確
定
申
告
を
行
う
時
ま
で

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

社
会
保
険
事
務
所
の
ご
案
内

奈
良
社
会
保
険
事
務
所

（
安

町
管
轄
）

開
庁
日
月
曜
日
〜
金
曜
日
（
国
民
の

休
日
及
び
年
末
年
始
の
休
日
を
除
く
）

開
庁
時
間
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

５
時
15
分
ま
で

〒
６
３
０
―
８
５
１
２

奈
良
県
奈
良
市
芝
辻
町
４
―
９
―
４

1
０
７
４
２
―
35
―
１
３
７
０

●
年
金
に
関
す
る
電
話
で
の
相
談
は
、

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
で

０
５
７
０
―
05
―
１
１
６
５

（
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
）

０
３
―
６
７
０
０
―
１
１
６
５

み
な
さ
ま
、
電
子
証
明
書
を
ご
存
知

で
す
か
？

電
子
証
明
書
は
、
住
民
が
安
心
し
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
国
や
地
方

の
行
政
機
関
が
行
う
電
子
申
請
・
届
出

等
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に

利
用
す
る
も
の
で
、
個
人
向
け
の
電
子

証
明
書
は
、
地
方
公
共
団
体
に
よ
る

「
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
」
に
て
発
行

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
電
子
証
明
書
に
つ
い
て
は
、
平

成
19
年
度
税
制
改
正
で
、
取
得
促
進
を

目
的
と
し
て
、
電
子
証
明
書
を
有
す
る

個
人
の
電
子
申
告
に
係
る
所
得
税
額
の

特
別
控
除
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
e
―
Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電
子

申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
）
を
利
用
し
て

平
成
19
年
分
又
は
20
年
分
（
い
ず
れ
か

１
回
）
の
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
申

告
期
限
（
平
成
19
年
分
は
平
成
20
年
３

月
17
日
、
平
成
20
年
分
は
平
成
21
年
３

月
16
日
）
ま
で
に
提
出
す
る
際
に
、
併

せ
て
本
人
の
電
子
署
名
と
電
子
証
明
書

と
を
送
信
し
た
場
合
に
は
、
所
得
税
額

か
ら
５，

０
０
０
円
（
そ
の
年
分
の
所

得
税
額
を
限
度
）
を
控
除
で
き
る
と
い

う
も
の
で
す
。

こ
の
機
会
に
電
子
証
明
書
と
Ｉ
Ｃ
カ

ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
を
取
得
し
て
、
ご

利
用
さ
れ
て
は
い
か
が
で
す
か
？

な
お
、
確
定
申
告
時
期
が
近
づ
く
と
、

市
区
町
村
の
窓
口
が
混
み
合
う
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
電
子
証
明
書
の
取
得

は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

電
子
証
明
書
の
取
得：

住
民
票
の
あ
る

市
区
町
村
の
窓
口
で
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
（
住
基
カ
ー
ド
）
を
入
手
し
、

申
請
書
等
を
提
出
し
て
取
得
で
き
ま

す
。（
発
行
手
数
料
と
し
て
、
住
基
カ

ー
ド
５
０
０
円
、
電
子
証
明
書
も
５

０
０
円
が
必
要
）

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
の
入
手：

家
電
量
販
店
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売

で
購
入
で
き
ま
す
。

■
e
―
Ｔ
ａ
ｘ
に
つ
い
て
の
詳
細
な
情

報
は
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
住
基
カ
ー
ド
、
電
子
証
明
書
の
取
得

方
法
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
窓
口
に

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
せ
窓
口

役
場
住
民
課
住
民
係

1
57
―
１
５
１
１
（
内
線
２
１
３
）

国
民
年
金
よ
り
お
知
ら
せ

電
子
証
明
書
の
取
得
は

お
早
め
に
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動
物
な
ど
を
飼
う
方
は
次
の
点
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
で
き
る
だ
け
家
の
中
で
動
物
な
ど
を

適
正
に
飼
い
ま
し
ょ
う
。

○
飼
う
動
物
な
ど
に
と
っ
て
、
安
全

な
場
所
は
家
の
中
で
す
。
交
通
事

故
や
病
気
か
ら
動
物
な
ど
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

☆
特
に
犬
は
、
朝
夕
の
散
歩
が
必
要
で

す
。

○
そ
う
し
な
い
と
、
ス
ト
レ
ス
が
溜

ま
り
犬
の
本
能
の
テ
リ
ト
リ
ー
に

入
っ
て
く
る
物
に
、
ム
ダ
鳴
き
や
、

危
害
を
加
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

☆
責
任
を
持
っ
て
飼
う
事
の
で
き
な
い

動
物
な
ど
が
生
ま
れ
な
い
よ
う
に
、

去
勢
・
不
妊
手
術
等
を
考
え
ま
し
ょ

う
。

☆
飼
え
な
い
動
物
を
す
て
な
い
で
下
さ

い
。

○
動
物
な
ど
を
す
て
る
人
は
、
そ
の

動
物
な
ど
が
何
の
罪
も
な
く
す
て

ら
れ
、
空
腹
を
か
か
え
、
病
気
・

事
故
へ
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。

将
来
、
自
衛
隊
の
技
術
者
と
し
て
中

堅
隊
員
と
な
る
陸
上
自
衛
隊
生
徒
を
。

※
受
験
資
格
　
日
本
国
籍
を
有
す
る
十

五
才
以
上
十
七
才
未
満
の
男
子
（
二

十
年
四
月
一
日
現
在
）

※
受
付
期
間
　
十
九
年
十
一
月
一
日

（
木
）
か
ら
二
十
年
一
月
八
日(

火
）

ま
で
。

※
試
験
日
　
二
十
年
一
月
十
二
日(

土
）

※
試
験
場
　
航
空
自
衛
隊
幹
部
候
補
生

学
校

※
待
遇
　
特
別
職
国
家
公
務
員
と
し
て
、

給
与
・
賞
与
を
支
給

※
申
し
込
み
、
お
問
い
合
せ

自
衛
隊
奈
良
募
集
案
内
所

奈
良
市
高
天
市
町
十
一
高
天
飯
田
ビ

ル
二
〇
一

1
０
７
４
２
―
27
ー
５
７
０
１

http://w
w
w
.m
od.g

o.jp/pco/nara

経
済
産
業
省
で
は
、
工
業
統
計
調
査

を
平
成
19
年
12
月
31
日
現
在
で
実
施
し

ま
す
。

工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む

事
業
所
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
活
動
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
調
査
し
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体

の
行
政
施
策
の
重
要
な
基
礎
資
料
と
し

て
利
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
企
業
、
大

学
な
ど
で
の
研
究
資
料
、
小
・
中
・
高

等
学
校
の
教
材
な
ど
、
広
く
利
用
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

皆
様
か
ら
御
提
出
し
て
い
た
だ
く
調

査
票
に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基
づ
き

調
査
内
容
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
正
確
な
御
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
本
年
の
調
査
よ
り
、
調
査
事

項
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
の
で
、
調

査
票
の
記
入
に
あ
た
っ
て
は
御
注
意
く

だ
さ
い
。

経
済
産
業
省

奈
良
県
統
計
課

安

町
産
業
課

大
き
な
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
に
色
鮮

や
か
な
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
点
灯
さ

れ
ま
す
。

日
時

12
月
25
日
（
火
）
ま
で
の
間

午
後
５
時
30
分
〜
10
時

場
所

平
山
観
光
本
社
横

自
衛
隊
生
徒
募
集
案
内

製
造
事
業
所
の
皆
様
へ

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

●　お知らせ ●

動
物
な
ど
の
ム
ダ
鳴
き
・
危

害
・
フ
ン
害
を
防
止
し
よ
う

★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

名　称 ほっと安 朝市「歳末感謝祭」
日　時 12月28日（金）朝９時より
場　所 朝市会場　（中学校南側）
催し物
＊ＪＡ女性部によるバザー
＊特売品コーナー（品切れ次第終了）

歳末感謝祭歳末感謝祭�歳末感謝祭歳末感謝祭�歳末感謝祭歳末感謝祭�歳末感謝祭

なお、年始は、１月13日（日）から毎週日曜日の予定をしております。

安 町「ほっと安 朝市」では、毎週日曜
日、朝９時より町内で収穫した新鮮な野菜な
どを安く提供させて頂いております。
この度、日頃のご愛顧に感謝致しまして、

恒例の「歳末感謝祭」を開催させて頂きます。
皆様のご来場を心よりお待ちしております。



①個人住民税の老年者非課税措置の廃止にともなう経過措置

平成17年１月１日現在65歳以上の方（昭和15年１月２日以前生まれの方）で前年の合計所得金額が125万円
以下の方の経過措置が平成20年度課税より全額課税となります。

②税源移譲による所得変動に係る経過措置

平成18年分所得税が課税されており、平成19年分所得税が課税されない方について、平成20年度に限り減
額措置が設けられました。これは、税源移譲に伴い所得税が減る効果がなく、住民税のみが増えてしまう方
を対象とし、平成19年度住民税を税源移譲前の旧税率で計算した所得割額まで減額し、以前の住民税の負担
割合に戻し、その差額分を還付する措置です。
【適用を受けるには？】
・対象者の方は、平成20年７月１日から同年７月31日までの期間に、平成19年１月１日現在の市町村に減額
申請書を提出していただくことになります。
※ただし、平成20年度限りの減額措置で、対象者の申告に基づく減額措置ですのでご注意下さい。
【適用要件は下記①②を同時に満たす方です】
①平成19年度住民税課税総所得金額（申告分離課税分除く）＞平成18年分所得税人的控除額差額分の合計額
②平成20年度住民税課税総所得金額（申告分離課税含む）≦平成19年分所得税人的控除額差額分の合計額

【計算式】
｛【平成19年度課税総所得金額】×【新税率】－【調整控除額】｝－｛【平成19年度課税総所得金額】×【旧税率】｝
＝【減額対象税額】※平成19年度住民税を減額する。納付済みの場合には還付となります。

③税源移譲による住宅借入金等特別控除の調整措置

税源移譲に伴い、所得税額が減少することにより、これまでの控除できていた住宅借入金等特別控除額が所得税から
控除しきれなくなることからこの措置が設けられました。（対象者の申告に基づく減額措置ですのでご注意下さい。）
【適用を受けるには？】
・対象者の方は、適用を受ける年度ごとに、毎年3月15日（平成20年は３月17日）までに、賦課期日（１月１
日）現在の住所地市町村に「減額申請書」を提出していただきます。
また、年末調整にて所得税の住宅借入金等特別控除額の適用を受ける方も、適用を受ける年度ごとに

「減額申請書」を提出していただきます。
・「減額申請書」の提出は、所得税の確定申告書を行う方は、税務署へ確定申告書とともに提出し、所得税の確
定申告を行わない方（年末調整された方）は、源泉徴収票を添付のうえ市町村へ提出していただきます。

【計算式】
【下記①と②のいずれか小さい金額】－【当該年分所得税額（住宅借入金等特別控除適用なしの所得税額】＝
【控除残額】※翌年度の個人住民税から減額。
①当該年分の住宅借入金等特別控除額
②当該年分の課税総所得金額、課税退職所得金額及び課税山林所得金額に税源移譲前の税率を適用した場
合の所得税額（住宅借入金等特別控除の適用なしの所得税額）

・適用対象者は、平成11年から平成18年中までに入居された方で、平成19年分以降の所得税の住宅借入金等
特別控除の適用がある方に限ります。
・控除対象年度は、平成20年度から28年度の個人住民税です。
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●　お知らせ ●

（平成20年度税制改正）税務課からのお知らせ

平成18年度課税 平成19年度課税 平成20年度課税
所得割額2／3を控除 所得割額1／3を控除 全額課税
町民税 1,000円 2,000円 3,000円

均等割 県民税 400円 900円 1,500円
（森林環境税100円込） （森林環境税300円込） （森林環境税500円込）



④地震保険料控除の創設

地震災害に対する自助努力による個人資産の保全を促進し、災害時における将来的な負担の軽減を図る為

に、平成20年度から地震保険料控除が創設されました。
同時に火災保険を主に対象とする従来の損害保険料控除は廃止されます。※ただし長期損害保険料控除に

ついて特例措置があります。
１：対象になる地震保険の要件（下記①、②を全て満たす必要があります。）
①自己または配偶者その他の親族が有している家屋で常時居住の用に供するもの、またはそれらの
有する家財等を保険の目的としていること。
②地震や噴火を原因とする火災等によって生じた損害に対して支払われること。
２：地震保険料控除の額
【平成19年分所得税から】・・・支払った保険料の金額（最高５万円）
【平成20年度住民税から】・・・支払った保険料の１／２の金額（最高２万５千円）
３：長期損害保険料控除の特例措置
平成18年末までに締結した長期損害保険契約（契約期間が10年以上で、かつ満期返戻金があるもの）

で地震保険料控除対象とならない場合でも、平成19年分以後も長期損害保険料控除単独での適用、または地
震保険料控除と併用して適用を受けることができます。※短期損害保険料控除は廃止されました。

・長期損害保険料控除のみの適用（特例措置該当契約）

・地震保険料控除、長期損害保険料控除の併用適用

地震保険料控除、長期損害保険料控除それぞれ計算した金額の合計額（所得税：最高５万円／住民税：２万５千円）

13 広報あんど　Heart Full Information

●　お知らせ ●

支　払　保　険　料 所　　得　　控　　除

所 10,000円以下 支払保険料額

得 10,000円超20,000円以下 支払保険料額×1/2＋5,000円

長期損害保険料 税 20,000円超 15,000円

住 5,000円以下 支払保険料額

民
5,000円超 支払保険料額×1/2＋2,500円（最高10,000円）

税

★地域安全ニュース★
子どもに不安を与える事案

急増しています！！
○西和警察署管内（９月中）の発生状況・対象18歳未満
～９件発生
①強制わいせつ事案３件　②痴漢行為事案４件

③暴行事案１件　④名簿聞き出し事案１件ＨＰ閲覧用

※ＨＰ閲覧
子どもに不安を与える事案（携帯電話用・奈良県内）

http://www.police.pref.nara.jp/mobile/fuanjian.htm
※メール配信☆愛称：「ナポ君メール」
奈良県の「テレモ自治体情報～重要なお知らせ～」を

活用して

○犯罪発生情報（多発傾向にある犯罪と防犯対策）

○不審者情報（県警HPに掲載されている内容）

○その他（必要に応じて検挙情報を含む）

をメール配信しています。

★年末警戒・防犯への心がけ！！★
年末の時期を迎え買物等で外出する機会が多くなりま

すが家の戸締まりは大丈夫ですか。

泥棒に入られないよう次のことを心がけてください。

○自宅を留守にする時は確実に施錠する。

○窓の確実な施錠・二重ロック、振動センサー等の設置

（補助錠や振動センサーはホームセンター等でも販売し

ています。）

○ガラスにガラス割り防止シールを貼る等、窓ガラスの強化。

○ドアへの警報機の取り付け

○ご近所での声かけの励行

（おはようございます、といった挨拶で結構です）

○自分の財産は自分で守る工夫を

私は大丈夫、関係ないと思っている人が被害にあっています。

安 駐在所　1・FAX 57―2603
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乳幼児期といえば、無
邪気で本当にかわいい時
期です。だけど実際に子
育てしているお母さんに
とっては、大変な事も多いと思います。小学生にな
った息子の事を振り返ってみると、その年齢に応じ
ていつも小さな悩みを抱えていたなぁと思います。
自己主張のでてくる２～３歳の頃は、毎日「イヤ」

「あかん」のくり返しでした。「ご飯食べようよ。」
とか「お散歩行こうか。」など私の言う事に対して
返ってくる言葉は、いつも「イヤ」と「あかん」で
した。これが「いやいや期」と言われる時期なんだ、
これも大切な成長の一つ、と頭ではわかっていまし
た。だけど、一日に何度もくり返されるこのやりと
りにいら立ち、感情的に叱ってしまう事もありまし
た。そして、後から「なんであんなに怒ったんだろ
う。」と落ち込んだり・・・。今思うと、一日中ず
っと一緒にいてほとんど二人きりだったため、気持
ちの余裕がなかったんだと思います。そんな時は、
主人や友達に話をよく聞いてもらいました。誰かに
話を聞いてもらうだけで、ずいぶん気持ちが楽にな
りました。
そんな「いやいや期」も過ぎてしまえばなつかし

第２の扉　⑭第２の扉　⑭

乳幼児期の子育て乳幼児期の子育て

乳幼児期の子育て体験談

く愛しい思い出です。小
学生になった息子は、毎
日学校から帰ったら友達
と遊んでいます。私と二

人で過ごす時間は、乳幼児期に比べるとかなり減り
ました。楽になったけど淋しい気もします。子ども
と過ごせる時間は案外短いものかもしれません。大
変な事もありますが、子どもと過ごせる大切な時間
を楽しく過ごせたらいいな、と思っています。

わが子の成長を振り返って
匿名希望

て
い
か
か
ず
ら

新
　
　
米

「
奈
良
の
Ｊ
Ａ
に
も
籾
専
用
の
精
米

機
が
き
っ
と
あ
る
。
こ
の
ま
ま
持
っ
て
帰

れ
、
そ
の
方
が
う
ま
い
新
米
が
食
え
る
。」

九
州
の
父
は
そ
う
言
っ
て
、
娘
夫
婦

に
、
籾
一
俵
を
与
え
た
。

奈
良
に
戻
っ
た
娘
は
籾
袋
を
Ｊ
Ａ
の

精
米
所
に
持
ち
込
ん
だ
。

き
っ
と
こ
れ
だ
、
そ
う
思
っ
て
籾
を

機
械
に
通
し
た
。
軽
快
な
音
を
立
て
て

動
き
出
し
た
。
が
、
途
中
か
ら
音
が
お

か
し
く
な
っ
た
。
慌
て
て
止
め
た
。
脇

の
下
に
汗
が
に
じ
ん
で
き
た
。「
精
米

機
に
籾
を
入
れ
る
や
つ
が
あ
る
か
」
と
、

こ
っ
ぴ
ど
く
叱
ら
れ
た
。
め
げ
ず
に
ど

う
す
れ
ば
い
い
か
を
尋
ね
た
。
農
家
に

聞
け
、
と
言
わ
れ
た
。

困
り
果
て
て
、
落
ち
穂
を
拾
っ
て
い

る
農
夫
に
事
情
を
話
し
た
。「
籾
を
持

っ
て
こ
い
。」
農
夫
は
ぶ
っ
き
ら
ぼ
う

に
そ
う
言
っ
て
く
れ
た
。
機
械
を
通
す

と
、
籾
は
瞬
く
間
に
玄
米
に
な
っ
た
。

量
は
か
な
り
減
っ
た
。
し
か
し
、
娘
は

つ
く
づ
く
嬉
し
か
っ
た
。
そ
し
て
、
そ

の
こ
と
は
農
夫
を
も
喜
ば
せ
た
。

父
の
贈
り
物
は
、
予
期
せ
ぬ
形
で
娘

と
農
夫
の
心
を
潤
し
た
。
喜
び
は
、
時

に
思
い
が
け
な
い
形
で
訪
れ
る
も
の
で

あ
る
。

（
文
責
　
中
川
）

赤子は肌をはなすな
幼子は肌をはなせ　手をはなすな
少年は手をはなせ 目をはなすな
青年は目をはなせ　心をはなすな
（スクールカウンセラー　石田陽彦先生の講演より）

子育ては夢があり楽しいものです。でも、毎日子どもと接していると、様々な子どもの言動にとま
どい、思いがうまく伝わらず、落ち込んだり、悩んだりしてしまうことがあります。今月は、身近な
人に話を聞いてもらうことで気持ちが落ち着き、余裕を持って子どもに接することができた体験談を
紹介します。
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シリーズ　⑭シリーズ　⑭

第１の扉　⑭第１の扉　⑭

学校教育は今…学校教育は今…

児童・生徒が大活躍！！
─子ども達のがんばる姿に感動─

〔 〕安 小学校
運動会

〔 〕安 中学校
体育大会

９月29日の土曜日には安 小学校で、10月３日の水曜日には安 中学校で秋の運動会・体育大会が行
われました。前を見つめて懸命に走る子、声を張り上げて友達を応援する子、楽しそうに表現活動をす
る子。どの子の姿も素晴らしく、見ている人達にたくさんの感動を与えてくれました。

５・６年生　組み立て体操 １年生　玉入れ

保
存
会
の
方
々
と

全
校
児
童
に
よ
る

な
も
で
踊
り

応
援
合
戦

全校男子　組み立て体操 全校女子　ソーラン節

ク
ラ
ス
対
抗
綱
引
き

三
年
生
　
団
体
競
技
あ
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昔
の
く
ら
し
実
演
体
験
会

当
町
伝
統
の
、
灯
芯
ひ
き
の
技
に
ふ

れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
同
時
に
、
わ
ら
製

の
ぞ
う
り
作
り
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

室
内
ば
き
用
に
手
作
り
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

サザンカ

11112222月月月月 のののの 花花花花

日
　
時
　
12
月
２
日
（
日
）

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
ま
で

参
加
費

入
館
料
が
必
要
で
す

申
込
み

そ
れ
ぞ
れ
10
名
ま
で

（
申
込
み
順
）

先
に
館
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

※
ぞ
う
り
作
り
参
加
の
方
は
ズ
ボ
ン
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

灯
り
に
親
し
む

ロ
ウ
を
か
た

ど
っ
て
、
ク
リ

ス
マ
ス
に
ち
な

ん
だ
、
か
わ
い

い
“
雪
だ
る
ま

キ
ャ
ン
ド
ル
”

を
手
作
り
し
ま

す
。
お
気
軽
に

参
加
く
だ
さ

い
。

日
　
時

12
月
16
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

指
　
導

キ
ャ
ン
ド
ル
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

よ
し
む
ら
く
に
ひ
こ
先
生

参
加
費

入
館
料
と
材
料
費
８
０
０
円

申
込
み

10
名
ま
で
（
申
込
み
順
）

先
に
館
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

当
館
の
初
春
恒
例
の
行
事
で
す
。
本

格
的
な
茶
室
で
一
服
の
お
茶
を
楽
し
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

随
時
参
加
の
申
込
み
を
窓
口
・
電
話

で
受
付
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日
　
時

20
年
１
月
20
日
（
日
）

参
加
費

３
０
０
円

（
茶
菓
代
、
入
館
料
含
む
）

申
込
み

80
名
ま
で
（
申
込
み
順
）

※
但
し
、
年
末
年
始
及
び
火
曜
日
は
休

館
日
で
す
。

お
問
い
合
せ
・
場
所
・
申
込
み

安

町
歴
史
民
俗
資
料
館

（
大
字
東
安

１
３
２
２
）

1
57
―
５
０
９
０
FAX
57
―
８
８
９
５

と
う

し
ん

灯
芯
ひ
き
･
体
験
会

わ
ら
ぞ
う
り
作
り

初釜茶会

灯芯ひき

◇
募
集
案
内
に
つ
い
て

○
資
格

中
学
校
卒
業
又
は
平
成
20
年
３
月
卒
業
見

込
み
の
者
等

○
願
書
交
付

２
月
１
日
（
金
）
か
ら
３
月
26
日

（
水
）
ま
で
の
午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
配

布
。
た
だ
し
、
土
曜
日
、
祝
日
、
月
曜
日
及
び
２

月
10
日
（
日
）、
12
日
（
火
）、
19
日
（
火
）
〜
22

日
（
金
）、
３
月
２
日
（
日
）、
11
日
（
火
）
〜
14

日
（
金
）
を
除
く
。

○
願
書
受
付

３
月
４
日
（
火
）、
５
日
（
水
）、
９

日
（
日
）、
16
日
（
日
）、
18
日
（
火
）、
21
日

（
金
）、
23
日
（
日
）、
26
日
（
水
）
の
い
ず
れ
の

日
も
午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
。
３
月
27
日

（
木
）
の
午
前
９
時
か
ら
午
前
11
時
ま
で
。

○
提
出
書
類

入
学
願
書
（
た
て
5.0
cm
×
よ
こ
4.0
cm

の
写
真
が
必
要
）
・
出
願
者
名
簿
・
写
真
３
枚

（
た
て
3.0
cm
×
よ
こ
2.4
cm
）
・
切
手
140
円
分
。

○
入
学
者
の
選
抜

作
文
及
び
面
接
に
よ
り
行
い
ま

す
。

◇
学
校
説
明
会
に
つ
い
て

○
日
時

平
成
19
年
12
月
８
日
（
土
）

午
後
２
時
〜
午
後
３
時

○
会
場

県
立
奈
良
高
等
学
校

○
説
明
内
容

通
信
制
課
程
の
学
習
及
び
入
学
者
選

抜
等
に
つ
い
て

○
参
加
対
象

平
成
20
年
度
通
信
制
課
程
へ
の
入
学

を
希
望
す
る
生
徒
、
保
護
者
及
び
中
学
校
関
係
者

※
入
学
願
書
の
交
付
、
願
書
受
付
及
び
検
査
は
、
県

立
奈
良
高
等
学
校
で
行
い
ま
す
。
詳
細
は
、
同
校

へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
説
明
会
へ
の
参
加
希
望
者
は
、
事
前
に
電
話
で
下

記
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

（
奈
良
県
立
高
等
学
校
〒
６
３
０
―
８
１
１
３

奈
良
市
法
蓮
町
８
３
６

1
０
７
４
２
―
23
―
２
８
５
５
）

初
　
釜
　
茶
　
会

キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
体
験
会

わらぞうり作り

雪だるまキャンドル
（制作見本）

県
立
大
和
中
央
高
等
学
校
通
信

課
程
募
集
案
内
及
び
入
学
希
望

者
へ
の
学
校
説
明
会
に
つ
い
て

●　お知らせ ●
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筋
肉
、
呼
吸
な
ど
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の

動
き
を
確
認
し
な
が
ら
行
う
の
で
、
誰

で
も
気
軽
に
楽
し
め
ま
す
。
体
の
歪
み

な
ど
を
直
し
、
健
康
的
な
体
を
つ
く
り

ま
せ
ん
か
。

募
集
定
員

町
内
在
住
・
在
勤
15
名

日
程

全
６
回
　
木
曜
日
　
10
時
〜
12

時

場
所

ト
ー
ク
安

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー

講
師

古
市
智
子
　
先
生

参
加
費

無
料

持
ち
物

運
動
の
で
き
る
服
装
、
マ
ッ

ト
又
は
バ
ス
タ
オ
ル
、
長
め
の
タ
オ

ル
、
飲
み
物

１
月

10
日
・
17
日

２
月

７
日
・
21
日

３
月

６
日
・
13
日

◎
申
込
方
法

１．

窓
口
で
の
お
申
し
込
み
の
場
合

官
製
ハ
ガ
キ
（
１
講
座
に
つ
き
１

枚
）
を
ご
持
参
の
上
、
教
育
委
員

会
事
務
局
の
窓
口
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

２．

往
復
ハ
ガ
キ
に
よ
る
郵
送
で
の
お

申
し
込
み
の
場
合

往
復
ハ
ガ
キ
（
１
講
座
に
つ
き
１

枚
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

教
育
委
員
会
事
務
局
ま
で
郵
送
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

生涯学習講座シリーズのご案内生涯学習講座シリーズのご案内

〈
往
復
ハ
ガ
キ
の
書
き
方
〉

往信　おもて 返信　うら 返信　おもて 往信　うら

募
　
集
　
要
　
項

ピ
ラ
テ
ィ
ス
＆
ス
ト
レ
ッ

チ
講
座

①希望の講座名

②郵便番号

③住所（在勤者の方は

勤務先、所在地）

④氏名のフリガナ

⑤氏　名

⑥年　齢

⑦電話番号

※

何も記入しないで

ください。

〈返信〉

639-1061

〈往信〉 ご
自
分
の

住
所
・
氏
名

を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

安

町
東
安

８
７
９

安

町
教
育
委
員
会

事
務
局
社
会
教
育
係

◎
受
付
期
間

12
月
３
日
（
月
）
〜
12
月
12
日
（
水
）

※
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
〈
土
・
日
・

祝
日
は
除
く
〉

※
電
話
に
よ
る
受
付
は
行
い
ま
せ
ん
。

※
郵
送
の
場
合
は
、
12
日
の
消
印
有
効

で
す
。

◎
受
付
場
所

安

町
教
育
委
員
会
事
務
局

〒
６
３
９-

１
０
６
１

安

町
東
安

８
７
９

（
ト
ー
ク
安

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ

ー
内
）

◎
注
意
事
項

※
募
集
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
に

な
り
ま
す
の
で
、
講
座
を
受
講
で
き

な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

※
募
集
定
員
の
過
半
数
に
達
し
な
い
場

合
は
、
講
座
を
中
止
す
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
参
加
費
・
教
材
費
は
、
講
座
の
初
回

に
徴
収
し
ま
す
が
、
納
入
さ
れ
た
参

加
費
・
教
材
費
は
返
金
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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●　お知らせ ●

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

December 2007 Curtis Carter（外国語指導助手・ALT）
Hello Ando,
November in the U.S. means Thanksgiving Day; a joyous tradition and revered part of our national and
cultural identity. It is arguably my favorite holiday. So, I’m always left feeling melancholy and a sense of
longing when I’m away from home and cannot join in the celebration and enjoy the festivities of the family
gathering on that day－this year will be no exception.
Nevertheless, I can still be mindful of the spirit of the holiday, reflect upon my own life, take into account all

that I have to be thankful for, and hold within my heart a sense of humble gratitude...I think it would be good
to make everyday Thanksgiving Day. With gratitude,
Curtis   

安 町のみなさん、こんにちは！

11月と言えば、アメリカでは感謝祭の季節です。それは楽しい伝統行事であり、私達の国、文化を象徴する大
切なものです。もちろん僕も大好きな祭日です。だからその日に故郷から遠く離れてお祭りに参加もせず、家族

との行事を楽しむことも出来ないと、哀しみと憧憬の念がわいてきます．．．今年もそうなるでしょう。

それでもなお、このお祭りの精神は僕の中にあります。それは僕の人生に反映され、感謝すべきすべてのもの

を尊重し、謙虚にありがたいと思う気持ちを心の中に宿しています。日々の生活、一日一日を感謝祭にすればよ

い、僕はそう思います。

では、感謝を込めて。 カーティスより

カーティス カ ー タ ー
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●　スポーツ ●

日
時

12
月
９
日
（
日
）

午
前
９
時
集
合

場
所

安

中
央
公
園
体
育
館

参
加
チ
ー
ム
等
は
体
協
で
決
定
し
ま

す
。

日
時

12
月
22
日
（
土
）

午
前
９
時
集
合

種
目

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

イ
ン
デ
ィ
ア
カ

フ
リ
ー
テ
ニ
ス

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス

場
所

安

中
央
公
園
体
育
館

参
加
資
格

町
在
住
者
・
在
勤
者
・
年

齢
不
問
・
親
子
で
の
参
加
歓
迎

受
付

当
日
受
付

��
��
��大

会
の
お
知
ら
せ

大
会
の
お
知
ら
せ

日
時

９
月
23
日
（
祝
）

優
勝
　
Ａ
チ
ー
ム

２
位
　
Ｃ
チ
ー
ム

日
時

９
月
23
日
（
祝
）

優
勝
　
瀬
川
好
春

２
位
　
岡
本
充

日
時

10
月
14
日
（
日
）

優
勝
　
ド
ジ
ラ
ー
ズ

２
位
　
住
江
織
物

奈
良
県
市
町
村
対
抗
子
ど
も
駅
伝
競

走
大
会
が
、
今
年
度
も
実
施
さ
れ
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
、
市
町
村
代
表
と
し
て

の
誇
り
を
持
っ
て
元
気
い
っ
ぱ
い
タ
ス

キ
を
つ
な
ぎ
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
や
友
情
の

素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
奈
良

県
の
伝
統
行
事
と
し
て
定
着
さ
せ
る
こ

と
が
目
的
で
す
。

こ
の
大
会
に
出
場
す
る
た
め
に
、
左

記
の
と
お
り
予
選
会
を
開
催
し
、
町
代

表
チ
ー
ム
を
結
成
し
ま
す
の
で
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

記

（
予
選
会
）

日
時

平
成
19
年
12
月
26
日
（
水
）

９
時
30
分
集
合
10
時
ス
タ
ー
ト

雨
天
予
備
日
　
12
月
27
日
（
木
）

９
時
30
分
集
合
10
時
ス
タ
ー
ト

（
雨
天
の
場
合
は
、
８
時
に
電

話
で
確
認
し
て
下
さ
い
）

場
所

安

中
央
公
園
体
育
館
駐
車
場

主
催

安

町
教
育
委
員
会

対
象
者

町
内
在
住
の
小
学
５
・
６
年

生
の
男
女

�
�
�体育館
開
放
（
な
ん
で
も
体
験
）�

�
�軽
ス
ポ
ー
ツ
の
集
い

�
�
�第18
回
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

�
�
�第33
回
秋
季
軟
式
野
球
大
会

予
選
内
容

２
km
を
走
行
し
、
タ
イ
ム

計
測
す
る

選
抜
方
法

タ
イ
ム
上
位
の
男
子
７
名
、

女
子
６
名
の
大
会
出
場
の
13
名
を
選

抜
（
本
大
会
へ
は
、
予
選
会
の
結
果
、

及
び
、
当
日
の
健
康
状
態
を
考
慮
し
、

男
子
５
名
、
女
子
４
名
の
出
場
と
な

る
。）

申
込
受
付

平
成
19
年
12
月
13
日
（
木
）

〜
12
月
20
日
（
木
）
９
時
〜
17
時
の

間
に
、
安

中
央
公
園
体
育
館
窓
口

で
印
鑑
を
持
参
の
上
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い

（
本
大
会
）

第
３
回
市
町
村
対
抗
子
ど
も
駅
伝

競
走
大
会

日
時

平
成
20
年
３
月
８
日
（
土
）

９
時
〜
　
小
雨
決
行

場
所

奈
良
県
北
葛
城
郡
河
合
町
馬
見

広
陵
公
園
内

主
催

奈
良
県
、
奈
良
県
教
育
委
員
会

内
容

県
内
39
市
町
村
対
抗
駅
伝

（
小
学
５
・
６
年
生
の
男
女
）

距
離

全
16.2
km

9
区
（
男
子
５
区

間
・
女
子
４
区
間
）

１
区
間
平
均
1.8
km

お
問
い
合
せ

安

中
央
公
園
体
育
館

1
０
７
４
３
―
58
―
４
０
１
１

��
��
��

大
会
結
果

大
会
結
果

第
３
回
市
町
村
対
抗

子
ど
も
駅
伝
大
会
の

予
選
会
開
催
の
お
知
ら
せ

�
�
�第５回

タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド

ゴ
ル
フ
大
会

�
�
�第５回

安
堵
杯
少
女
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会
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●　健　　康 ●

も
っ
と
知
ろ
う
！

こ
こ
ろ
の
病
気

〜
「
こ
こ
ろ
の
病
気
」
は
誰
に
で
も

起
こ
り
う
る
身
近
な
病
気
で
す
〜

健康 カ レ ン ダ ーこ ど も
事　業　名 日　　時 対　　象 持　ち　も　の 内　容　等

12 か　月　児
健　康　相　談

12月12日（水）
午前９時30分～
10時受付

満12・13か月児
母子健康手帳
アンケート用紙
バスタオル

身体計測、歯科・育
児相談

４　か　月　児
健　康　診　査

12月12日（水）
午後１時30分～
２時受付

満３・４か月児
身体計測、医師診察、
栄養・育児相談

※対象者には通知します。 ※場所はいずれも福祉保健センター

事　業　名 日　　時 対　象 持ちもの 内　容　等

健　康　相　談
（役場ロビー）

12月５日（水）
平成20年１月４日（金）
午前９時～10時30分受付

健康手帳町住民
血圧・体脂肪・腹囲測定、尿検
査、開眼片足立ち、健診後の健
康相談としてもご活用ください。

お と な

お問い合せ 福祉保健センター内　健康福祉課　1５７－１５９１　ＦＡＸ５７－１５９２

休
職
を
も
ら
え
た
か
ら
、
と
て
も
安
心
で
き
た
わ
。

会
社
に
も
、
家
族
が
相
談
し
て
く
れ
て
、「
う
つ

病
」
を
理
解
し
て
く
れ
た
の
。
今
か
ら
職
場
復
帰

に
向
け
て
ぼ
ち
ぼ
ち
い
く
つ
も
り
よ
。

こ
れ
か
ら
が
Ａ
子
さ
ん
の
再
出
発
だ
ね
。
そ

う
い
え
ば
最
近
、
た
ま
た
ま
薬
局
で
見
か
け

た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
読
ん
だ
ん
だ
け
ど
、
ま
わ
り

の
人
が
、「
う
つ
病
」
で
苦
し
ん
で
い
る
本
人
を

見
て
、
根
性
が
な
い
と
か
、
怠
け
て
い
る
な
ん
て

叱
る
の
は
、
よ
く
な
い
っ
て
書
い
て
あ
っ
た
わ
。

と
に
か
く
、
ま
ず
は
「
休
養
」
が
一
番
大
切
な
の

よ
ね
。何

よ
り
も
、
ま
わ
り
の
人
た
ち
が
分
か
っ
て

く
れ
て
、
あ
た
た
か
く
見
守
っ
て
く
れ
る
こ

と
が
安
心
だ
わ
。

こ
れ
か
ら
、「
う
つ
病
」
を
理
解
し
て
く
れ

る
人
が
増
え
て
い
く
と
い
い
よ
ね
。

Ａ
子
さ
ん
久
し
ぶ
り
ね
。
ど
う
し
て
た
の
？

Ｂ
子
さ
ん
久
し
ぶ
り
ね
。
実
は
わ
た
し
、

「
う
つ
病
」
っ
て
診
断
さ
れ
た
の
。
最
初
は
、

理
由
も
な
い
の
に
気
持
ち
が
落
ち
こ
ん
で
、
何
も

す
る
意
欲
が
な
く
な
っ
て
、
次
第
に
眠
れ
な
く
な

っ
た
り
、
食
欲
も
な
く
な
っ
た
り
し
た
わ
。

そ
れ
は
大
変
だ
っ
た
わ
ね
え
。
で
、
そ
う
な

っ
た
時
ど
う
い
う
ふ
う
に
し
た
の
？

家
族
も
わ
た
し
を
心
配
し
て
、
近
所
の
か
か

り
つ
け
の
お
医
者
さ
ん
へ
行
っ
た
ら
、
専
門

医
を
紹
介
さ
れ
た
わ
。
そ
の
時
、
お
医
者
さ
ん
か

ら
、「
あ
な
た
は
う
つ
病
で
す
。
と
に
か
く
い
ま

は
ゆ
っ
く
り
休
養
し
て
、
焦
ら
ず
に
少
し
ず
つ
治

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
い
い
薬
が
あ
る
か
ら
、
そ

れ
を
の
み
続
け
な
が
ら
様
子
を
見
ま
し
ょ
う
ね
。」

と
言
わ
れ
た
の
。
と
り
あ
え
ず
、
仕
事
も
家
事
も

し
ば
ら
く
休
ん
で
、
薬
を
の
み
な
が
ら
家
で
の
ん

び
り
し
て
た
の
。
会
社
に
相
談
し
た
ら
、
長
め
の

＊こころの病気かな？と気になったら…
お近くのかかりつけ医や専門医（精神科、神経科、心
療内科）へ気軽に相談してみましょう。
＊こころの健康について知りたい時や、お困りの時は…
安 町福祉保健センター（10743－57－1590）
または郡山保健所（10743－53－2701）へ相談してみ
ましょう。
＊今後の生活や福祉サービスの利用についての相談は…
安 町福祉保健センター、または生活支援センター
「ななつぼし」（10745－72－2390）まで。

西和７町には、「こころに関する相談機関」があります

※平成16年１月厚生労働省調査より。
～西和７町障害者自立支援協議会・精神障害者部会～

最
近
、「
う
つ
病
」
な
ど
の
「
こ
こ
ろ
の
病

気
」
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
ね
。「
こ
こ
ろ
の
病

気
」
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
症
状
に
よ
り
日
常
生
活
に
大
き
な

支
障
を
も
た
ら
し
ま
す
（
精
神
障
害
）。
と
り

わ
け
「
う
つ
病
」
は
、
お
よ
そ
15
人
に
１
人

※
が
一
生
に
一
度
は
経
験
す
る
と
言
わ
れ
て

い
る
、
と
て
も
身
近
な
病
気
で
す
。
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21 広報あんど　Heart Full Information

家計診断

・ユミリー風水望みを叶える子ども部屋

・子どもの心をしずめる24の方法

・自殺という病

・のんではいけない薬

・友人を招きたくなる素敵な部屋

・終末のフール（伊坂幸太郎）

・楊令伝　２（北方謙三）

・シー･ラブズ･ユー（小路幸也）

・オール（山田悠介）

・赤い手袋の奇跡（Ｋ・キングズベリー）

おおととななのの本本棚棚

楽園

おさんぽ
トコちゃん

魔法の文字

・砂漠化ってなんだろう

・ゾウのエル

・はじめてのミニチュアクラフト

・おへそ曲がりの贈り物

・炎の星（龍のすむ家３）

・魂食らい（クロニクル千古の闇３）

・蒼路の旅人（守り人外伝）

ここどどもものの本本棚棚

・魔女ひとり

・もりのてがみ

絵絵　　　　本本

平成19年12月１日（土）
平成20年１月12日（土）
「小さい子の時間」（2・3歳～）
午後２時～２時20分

「大きい子の時間」（５歳～）
午後２時30分～３時
◎おはなし・絵本・紙芝居
◎場所：図書室

ママらっこ
¡12月14日（金）
「クリスマス会」
今回年齢制限はありません。
参加費　100円

¡１月16日（水）
「ベビーマッサージ」
持ち物　ベビーオイル（子ども
に合ったもの）バスタオル
午前10時30分開始
福祉保健センター

工作クラブ

12月26日（水）
午後４～５時

◎場所：福祉保健センター
会議室

◎時間：午後４時から
◎道具はこちらで用意
いたします。
◎無料です。
お気軽に！

絵本のひろば
子どもが泣いても、おしゃ
べりしても大丈夫。
絵本の読み聞かせ、手遊び
は11時から

12月７日（金）
12月21日（金）
１月18日（金）
１月は18日のみです。
午前10時30分～12時
（入退出自由）

主催　子育てボランティア
Be
び

－輪
わ

「てんいち」とは、てん（英語の10）と、いち（１）を合わせて１１
テンイチ

（毎月11日は人権を

確かめあう日）という意味です。

安 町人権・同和問題啓発活動推進本部 毎月11日は人権を確かめあう日です

日�月�火�水�木�金�土�

1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31

図
書
カ
レ
ン
ダ
ー
●
は
利
用
日

安 町福祉保健センター図書室

福祉保健センター２階

157-1590 FAX57-1592

［利用時間］午前10時～午後５時

本の窓
12

月
12月29日（土）～１月３日（木）

休みます
12月15日（土）から28日（金）まで、
１人10冊３週間の貸出になりま
す。どうぞご利用ください。

12月特集「我が家のポチ袋」
おりがみで自家製ポチ袋や祝箸袋を作り
ましょう。おりがみポチ袋プレゼント

1 2 3 4



22町のうごき（11月１日現在） ■人口　8,150人（前月比10人減）男3,955人　女4,195人　■世帯数　3,211世帯（前月比４世帯減）

広報「あんど」は古紙配合率100％再生紙を使用しています。白色度数は70％です。

●
広
報
安

第
４
２
１
号
　
２
０
０
７
年
12
月
１
日
発
行
　
●
発
行
・
編
集
／
安

町
役
場
・
総
務
課
　
■
〒
６
３
９-

１
０
９
５
　
奈
良
県
生
駒
郡
安

町
東
安

９
５
８
番
地
　
1
０
７
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九
月
二
十
五
日
の
捕
縛
に
よ
っ
て
、
伴

林
光
平
は
役
人
た
ち
に
連
行
さ
れ
、
日
の

変
わ
っ
た
二
十
六
日
の
夜
明
け
頃
に
奈
良

奉
行
所
（
現
在
の
奈
良
女
子
大
学
に
所
在
）

に
到
着
し
て
い
ま
す
。
捕
わ
れ
て
か
ら
、

こ
の
場
所
が
磐
船
神
社
に
近
い
地
点
で
あ

る
こ
と
を
聞
か
さ
れ
、
目
指
し
た
地
点
を

目
前
に
し
て
捕
え
ら
れ
た
無
念
さ
を

「
梶か

じ

を
無
み
乗
り
て
遁の

が

れ
む
世
な
ら
ね

ば
岩
船
山
も
甲
斐

か

い

な
か
り
け
り
」（「
南
山

踏
雲
録
」『
伴
林
光
平
全
集
』
一
九
四
四

年
刊
）
と
詠よ

ん
で
い
ま
す
。

奈
良
へ
の
途
路
、
超
昇
寺
（
現
在
の
奈

良
市
佐
紀
町
、
平
城
宮
跡
北
に
所
在
、
明

治
初
年
に
廃
寺
）
の
あ
た
り
を
通
っ
た
際

の
こ
と
を 今

村
文
吾
の
墓
碑
13

「
八
千
草
の
佐
紀
野
の
秋
は
昔
に
て
御

陵
の
松
に
し
ぐ
れ
ふ
る
な
り
」

ま
た
道
す
が
ら
の
周
辺
の
暗
澹

あ
ん
た
ん

た
る
情

景
を
我
が
身
に
な
ぞ
ら
え
て

「
や
み
闇
夜
行
く
星
の
光
よ
お
の
れ
だ

に
せ
め
て
は
照
ら
せ
武
士

も
の
の
ふ

の
道
」
と
詠

ん
だ
の
で
す
（
前
掲
書
）。

昼
頃
に
伴
林
へ
の
聴
取
が
お
こ
な
わ
れ
、

奉
行
や
与
力
ら
と
次
々
に
吟
味
が
行
な
わ

れ
、「
有
り
し
事
の
さ
ま
を
有
り
し
様
に
答

る
」（
前
掲
書
）、
と
素
直
に
調
べ
に
応
じ
て

い
ま
す
。
夕
刻
に
は
新
町
（
現
在
の
奈
良

市
北
魚
屋
西
町
）
の
牢
屋
に
入
り
ま
し
た

が
、
彼
の
た
め
に
高
麗
縁

こ
う
ら
い
べ
り

の
畳
三
畳
を
板

敷
き
の
上
に
敷
き
連
ね
、
春
慶
塗
り
の
高

足
の
お
膳
や
夜
具
ま
で
整
え
ら
れ
た
し
つ

ら
え
で
、
と
て
も
牢
獄
と
は
思
え
な
い
特

別
待
遇
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
彼
も
「
矢
玉

の
飛
び
来
る
戦
場
よ
り
は
、
中
々
に
心
安

く
て
、
の
ど
け
き
方
も
多
か
り
き
」
と
記

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
奈
良
奉
行
所
の
与
力
の
中
に
伴

林
の
和
歌
指
導
を
受
け
た
門
人
た
ち
が
い

た
こ
と
も
大
い
に
関
係
し
た
よ
う
で
、
奈

良
に
お
い
て
、
和
歌
を
通
じ
て
広
が
っ
た

彼
の
活
動
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
び
と
へ
感

化
し
て
い
た
た
め
で
も
あ
り
ま
す
。
彼
が

捕
え
ら
れ
た
こ
と
は
多
く
の
知
識
人
に
衝

撃
と
嘆
き
を
呼
ん
だ
出
来
事
で
あ
っ
た
の

で
す
。
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奈良奉行所内の平面図

北東端に牢屋がある（奈良市立資料保存館解説シートより）


